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	主題名
	生きる　力
	内容項目
	D 生命の尊さ

	教材名
	一まいの　しゃしん
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	親から子，子から孫へと続く命の連続性の中で，自分の命がどれほど愛おしく思われているかを理解することができるため。

	ねらい
	人間は元気に生きようとする力をもっていることや，多くの人たちに支えられながら生きていることが分かり，生命を大切にしようとする。
【理解，判断力】人間には，けがや病気を治して元気に生きようとする力があり，それは自分にも備わっていることが分かる。
【心情】自分は，家族や周りの人たちに支えられて大きくなっていることを知り，ありがたいなあと心が動く。
【実践意欲と態度】他者に支えられながら生きている自分を自覚し，生命を大切にしようとする。

	学習指導過程
	・自分の家族の病気やけがが治ったときのことを思い出して話し合う。
・「一まいの　しゃしん」を読み，たかしが元気でいられるのはなぜか考える。
★自分はさまざまな人に支えられて大きくなってきたことに心が動いたか。
・「生きる力」について，授業で学んだことをまとめる。
　★自分にも「生きる力」があることが分かり，自他の命を大切にしようとしているか。

※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「一まいの　しゃしん」を読み，元気でいられるのはなぜか考えさせる。
・『まなびの　あしあと』で振り返らせる。
●家庭
・どんなときに「生きる力」を感じたか，家の人に伝えたり，「生きる力」を大切にして頑張りたいことをカードに書いたりするよう促す。
・保護者に学級通信などで授業の意図を伝え，子どもたちが書いたカードに励ましの言葉を書いてもらうように伝えておく。
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